龍谷大学社会科学研究所 月例研究会　2013年度第2回

◇◆◇社会科学研究所付属アフリカ研究センター研究会（一般公開）◇◆◇
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近年、目覚ましい経済成長を遂げつつあるアジア。この地域では、「産む・産まない・産めないことにまつわるすべて」としてのリプロダクションもまた、大きな変容を遂げつつあります。しかし、今日のアジアの女性はこれまで以上に健康になりつつある、とはたしていえるでしょうか。社会科学研究所付属アフリカ研究センターでは、東南アジアをフィールドにしながら長年にわたってリプロダクション研究をしてこられた松岡悦子先生を講師にお招きし、アジア女性のリプロダクションの過去と現在についてお話をうかがいます。
■日時：2013年5月12日（日）14：00～16：00
■場所：龍谷大学大阪梅田キャンパスセミナー室（JR大阪駅徒歩5分）
〒530-0001 大阪市北区梅田2-2-2　ヒルトンプラザウエストオフィスタワー14階

※龍谷大学大阪梅田キャンパスは、ヒルトンプラザウエスト【オフィスタワー】の14階にあります。【オフィスタワー】専用の入口から入り、専用エレベーターで14階までお越しください。詳細は以下のアクセスをご参照ください。
→　http://www.ryukoku.ac.jp/osaka_office/access/index.html
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■講師：松岡　悦子氏（奈良女子大学教授）
■連絡先： ochiai@law.ryukoku.ac.jp  
（落合雄彦　法学部教員）
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龍谷大学社会科学研究所付属アフリカ研究センター

The Centre for African Studies (CAS)
http://hare.law.ryukoku.ac.jp/~ochiai/cas.htm

【母の日】特別企画


アジアの近代化とリプロダクションの変容


女性は健康になっているのか








